
(57)【要約】

【課題】積層型熱交換器において、大幅な重量増加を招

くことなく、ロウ付け時の伝熱プレートとエンドプレー

トの位置合わせを確実に行うことができるようにする。

【解決手段】タンク部構成用の連通孔２５、２６を有し

た複数の伝熱プレート２１、２２を積層することにより

、隣接する伝熱プレート間に流体通路２７、２８を形成

すると共に、前記連通孔を連ねることで、伝熱プレート

の積層体（２）に、前記各流体通路に連通するタンク部

２４を形成し、伝熱プレートの積層体２の積層方向の両

端部にそれぞれ、伝熱プレートを補強し且つタンク部に

連通する出入口を有した第１エンドプレートと、伝熱プ

レートを補強し且つタンク部の端部を封止する第２エン

ドプレート１１とを配設した積層型熱交換器において、

第２エンドプレート１１の内面に、該エンドプレート１

１に隣接する伝熱プレート２２の前記連通孔２６に嵌ま

る凸部１１ａを設けた。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 タ ン ク 部 構 成 用 の 連 通 孔 （ ２ ５ 、 ２ ６ ） を 有 し た 複 数 の 伝 熱 プ レ ー ト （ ２ １ 、 ２ ２ ） を
積 層 す る こ と に よ り 、 隣 接 す る 伝 熱 プ レ ー ト （ ２ １ 、 ２ ２ ） 間 に 流 体 通 路 （ ２ ７ 、 ２ ８ ）
を 形 成 す る と 共 に 、 前 記 連 通 孔 （ ２ ５ 、 ２ ６ ） を 連 ね る こ と で 、 伝 熱 プ レ ー ト （ ２ １ 、 ２
２ ） の 積 層 体 （ ２ ） に 、 前 記 各 流 体 通 路 （ ２ ７ 、 ２ ８ ） に 連 通 す る タ ン ク 部 （ ２ ４ ） を 形
成 し 、 前 記 伝 熱 プ レ ー ト の 積 層 体 （ ２ ） の 積 層 方 向 の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 、 前 記 伝 熱 プ レ ー
ト （ ２ １ ） を 補 強 し 且 つ 前 記 タ ン ク 部 （ ２ ４ ） に 連 通 す る 出 入 口 （ ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ ） を 有
し た 第 １ エ ン ド プ レ ー ト （ １ ０ ） と 、 前 記 伝 熱 プ レ ー ト （ ２ ２ ） を 補 強 し 且 つ 前 記 タ ン ク
部 （ ２ ４ ） の 端 部 を 封 止 す る 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト （ １ １ ） と を 配 設 し た 積 層 型 熱 交 換 器 に
お い て 、
　 前 記 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト （ １ １ ） の 内 面 に 、 該 エ ン ド プ レ ー ト （ １ １ ） に 隣 接 す る 伝 熱
プ レ ー ト （ ２ ２ ） の 前 記 連 通 孔 （ ２ ６ ） に 嵌 ま る 凸 部 （ １ １ ａ 、 １ １ ｂ ） を 設 け た こ と を
特 徴 と す る 積 層 型 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 凸 部 （ １ １ ａ ） を 、 前 記 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト （ １ １ ） を 局 部 的 に 凸 に 湾 曲 さ せ る こ
と で 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 積 層 型 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 凸 部 （ １ １ ｂ ） を 、 前 記 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト （ １ １ ） の 内 面 に 当 板 （ ２ ９ ） を 張 り
付 け る こ と で 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 積 層 型 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 タ ン ク 部 （ ２ ４ ） が 、 前 記 伝 熱 プ レ ー ト の 積 層 体 （ ２ ） の ４ 箇 所 に 配 置 さ れ 、 ４ つ
の タ ン ク 部 （ ２ ４ ） を 頂 点 と す る 四 角 形 の 対 角 位 置 に あ る タ ン ク 部 （ ２ ４ ） の 位 置 に 対 応
さ せ て 前 記 凸 部 （ １ １ ａ 、 １ １ ｂ ） を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か
一 項 に 記 載 の 積 層 型 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 連 通 孔 （ ２ ６ ） を 円 孔 と し 、 前 記 凸 部 （ １ １ ａ 、 １ １ ｂ ） を 連 通 孔 （ ２ ６ ） の 径 に
合 致 す る 円 形 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 積 層
型 熱 交 換 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 枚 の 伝 熱 プ レ ー ト を 積 層 す る こ と で 伝 熱 プ レ ー ト 間 に 流 体 通 路 を 構 成 し
た 積 層 型 熱 交 換 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 積 層 型 熱 交 換 器 と し て は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 タ ン ク 部 構 成 用 の 連 通 孔 ３ ５ 、 ３
６ を 有 し た 複 数 の 伝 熱 プ レ ー ト ３ １ 、 ３ ２ を 順 次 積 層 す る こ と に よ り 、 隣 接 す る 伝 熱 プ レ
ー ト ３ １ 、 ３ ２ 間 に 流 体 通 路 ２ ７ 、 ２ ８ を 形 成 す る と 共 に 、 前 記 連 通 孔 ３ ５ 、 ３ ６ を 連 ね
る こ と で 、 伝 熱 プ レ ー ト ３ １ 、 ３ ２ の 積 層 体 に 、 流 体 通 路 ２ ７ に 連 通 す る タ ン ク 部 ３ ４ を
形 成 し た も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 場 合 、 伝 熱 プ レ ー ト ３ １ 、 ３ ２ は １ 対 で 扁 平 な チ ュ ー ブ ３ ０ を 構 成 し て お り 、 １ 対
の 伝 熱 プ レ ー ト ３ １ 、 ３ ２ よ り な る チ ュ ー ブ ３ ０ を 多 段 に 積 層 す る こ と で 、 伝 熱 プ レ ー ト
３ １ 、 ３ ２ の 積 層 体 が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 示 の タ ン ク 部 ３ ４ は 、 チ ュ ー ブ ３ ０ 内 の 第 １ 流 体 通 路 ２ ７ の 一 端 に 連 通 し 、 図 示 外 の
タ ン ク 部 が 第 １ 流 体 通 路 ２ ７ の 他 端 に 連 通 し て い る 。 従 っ て 、 一 方 の タ ン ク 部 か ら 第 １ 熱
交 換 流 体 を 導 入 し 他 方 の タ ン ク 部 か ら 導 出 す る こ と で 、 第 １ 熱 交 換 流 体 を 第 １ 流 体 通 路 ２
７ の 内 部 に 流 す こ と が で き る 。 そ し て 、 第 １ 流 体 通 路 ２ ７ を 第 １ 熱 交 換 流 体 が 流 れ る 間 に
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、 伝 熱 プ レ ー ト ３ １ 、 ３ ２ を 介 し て 隣 接 す る 第 ２ 流 体 通 路 ２ ８ 内 を 流 れ る 第 ２ 熱 交 換 流 体
と の 間 で 熱 交 換 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お 、 隣 接 す る チ ュ ー ブ ３ ０ と チ ュ ー ブ ３ ０ と の 間 に 確 保 さ れ る 第 ２ 流 体 通 路 ２ ８ を 、
開 放 し た 通 路 と し て 、 空 気 を 流 通 さ せ る 場 合 に は 、 図 示 の よ う に 、 第 ２ 流 体 通 路 ２ ８ に ア
ウ タ フ ィ ン ３ ３ を 設 け る の が 一 般 的 で あ る 。 ま た 、 第 ２ 流 体 通 路 ２ ８ を 、 第 １ 流 体 通 路 ２
７ と 同 様 に 閉 じ た 流 路 空 間 と し て 、 液 体 等 の 熱 交 換 流 体 を 流 通 さ せ る 場 合 に は 、 伝 熱 プ レ
ー ト ３ １ 、 ３ ２ の 積 層 体 に 更 に も う １ 組 の 別 系 統 の タ ン ク 部 を 設 け て 、 流 体 （ 第 ２ 熱 交 換
流 体 ） を 流 通 さ せ る よ う に す る 。 ま た 、 閉 じ た 空 間 と し て 構 成 す る 場 合 に は 、 流 体 通 路 ２
７ 、 ２ ８ に 必 要 に 応 じ て 図 示 し な い イ ン ナ フ ィ ン を 設 け る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 伝 熱 プ レ ー ト ３ １ 、 ３ ２ の 積 層 体 の 積 層 方 向 の 両 側 部 に は 、 伝 熱 プ レ ー ト ３ １ を
補 強 し 且 つ 前 記 タ ン ク 部 ２ ４ に 連 通 す る 出 入 口 （ 通 常 、 出 入 口 パ イ プ が 取 り 付 け ら れ る ）
を 有 す る 第 １ エ ン ド プ レ ー ト （ 図 示 略 ） と 、 伝 熱 プ レ ー ト ３ ２ を 補 強 し 且 つ 前 記 タ ン ク 部
２ ４ の 端 部 を 封 止 す る 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト ３ ８ と が そ れ ぞ れ 配 設 さ れ て い る 。 伝 熱 プ レ ー
ト ３ １ 、 ３ ２ は 各 層 共 通 の も の を 用 い る こ と が 多 く 、 下 側 の 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト ３ ８ は タ
ン ク 部 ２ ４ の 端 部 を 直 接 塞 ぐ こ と に な る た め 、 タ ン ク 部 ２ ４ の 内 圧 が 直 接 的 に 第 ２ エ ン ド
プ レ ー ト ３ ８ に か か る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 こ の よ う な 熱 交 換 器 の 類 似 技 術 は 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ９ ９ ５ ８ ８ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 し た よ う に 複 数 枚 の 伝 熱 プ レ ー ト を 積 層 し て 構 成 し た 積 層 型 熱 交 換 器 で は 、 耐 圧 性
能 の 向 上 の た め に 積 層 方 向 の 最 外 部 に エ ン ド プ レ ー ト を 配 置 し て い る の が 一 般 的 で あ る が
、 従 来 で は 、 伝 熱 プ レ ー ト と エ ン ド プ レ ー ト の 位 置 決 め が な い た め に 、 ロ ウ 付 け 時 に 位 置
ズ レ を 起 こ し て し ま う こ と が あ っ た 。 そ の 点 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 技 術 で は 、 伝 熱 プ レ ー
ト の 周 縁 部 に リ ブ が 設 け ら れ て お り 、 そ の リ ブ の 働 き に よ り 、 あ る 程 度 エ ン ド プ レ ー ト の
位 置 決 め 機 能 が 期 待 で き る よ う に な っ て い る が 、 リ ブ が あ る 分 だ け 重 く な っ て し ま う 可 能
性 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 大 幅 な 重 量 増 加 を 招 く こ と な く 、 ロ ウ 付 け 時 の 伝 熱 プ レ ー ト と エ ン ド
プ レ ー ト の 位 置 合 わ せ を 確 実 に 行 う こ と が で き 、 製 品 の 品 質 向 上 が 図 れ る よ う に し た 積 層
型 熱 交 換 器 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 タ ン ク 部 構 成 用 の 連 通 孔 を 有 し た 複 数 の 伝 熱 プ レ ー ト を 積 層 す る こ
と に よ り 、 隣 接 す る 伝 熱 プ レ ー ト 間 に 流 体 通 路 を 形 成 す る と 共 に 、 前 記 連 通 孔 を 連 ね る こ
と で 、 伝 熱 プ レ ー ト の 積 層 体 に 、 前 記 各 流 体 通 路 に 連 通 す る タ ン ク 部 を 形 成 し 、 伝 熱 プ レ
ー ト の 積 層 体 の 積 層 方 向 の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 、 伝 熱 プ レ ー ト を 補 強 し 且 つ タ ン ク 部 に 連 通
す る 出 入 口 を 有 し た 第 １ エ ン ド プ レ ー ト と 、 伝 熱 プ レ ー ト を 補 強 し 且 つ タ ン ク 部 の 端 部 を
封 止 す る 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト と を 配 設 し た 積 層 型 熱 交 換 器 に お い て 、 前 記 第 ２ エ ン ド プ レ
ー ト の 内 面 に 、 該 エ ン ド プ レ ー ト に 隣 接 す る 伝 熱 プ レ ー ト の 前 記 連 通 孔 に 嵌 ま る 凸 部 を 設
け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 凸 部 を 前 記 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト を 局 部 的 に
凸 に 湾 曲 さ せ る こ と で 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 凸 部 を 、 前 記 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト の 内 面 に
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当 板 を 張 り 付 け る こ と で 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か 一 項 に お い て 、 前 記 タ ン ク 部 が 、 前 記 伝
熱 プ レ ー ト の 積 層 体 の ４ 箇 所 に 配 置 さ れ て お り 、 ４ つ の タ ン ク 部 を 頂 点 と す る 四 角 形 の 対
角 位 置 に あ る タ ン ク 部 の 位 置 に 対 応 さ せ て 前 記 凸 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項 に お い て 、 前 記 連 通 孔 を 円 孔 と し 、
前 記 凸 部 を 連 通 孔 の 径 に 合 致 す る 円 形 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 伝 熱 プ レ ー ト を 補 強 し 且 つ タ ン ク 部 の 端 部 を 封 止 す る 第 ２ エ
ン ド プ レ ー ト の 内 面 に 、 該 エ ン ド プ レ ー ト に 隣 接 す る 伝 熱 プ レ ー ト の タ ン ク 部 構 成 用 の 連
通 孔 に 嵌 ま る 凸 部 を 設 け た の で 、 そ の 凸 部 を 伝 熱 プ レ ー ト の 連 通 孔 に 嵌 め る こ と に よ り 、
伝 熱 プ レ ー ト の 積 層 体 と 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト と の 位 置 決 め を 行 う こ と が で き る 。 従 っ て 、
位 置 ズ レ な く エ ン ド プ レ ー ト を ロ ウ 付 け す る こ と が で き 、 製 品 の 品 質 の 向 上 を 図 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し か も 、 タ ン ク 部 の 内 方 に 突 出 し た 凸 部 が 、 タ ン ク 部 の 内 圧 を 受 け る こ と に な る か ら 、
耐 圧 性 能 的 に 弱 部 で あ っ た タ ン ク 部 の 位 置 に お け る エ ン ド プ レ ー ト の 耐 圧 性 を 高 め る こ と
が で き る 。 そ の 結 果 、 エ ン ド プ レ ー ト 全 体 の 肉 厚 軽 減 が 可 能 と な り 、 軽 量 化 を 図 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 す な わ ち 、 最 外 端 の 伝 熱 プ レ ー ト は 、 特 別 な も の （ 連 通 孔 が 塞 が っ た タ イ プ の も の ） を
用 い な い 限 り 、 他 の 伝 熱 プ レ ー ト と 同 様 の 連 通 孔 を 有 し て お り 、 こ の 部 分 を 封 止 す る 第 ２
エ ン ド プ レ ー ト に は タ ン ク 部 の 内 圧 が 直 に か か る 。 従 っ て 、 エ ン ド プ レ ー ト 上 の 他 の 部 分
は 、 伝 熱 プ レ ー ト と の 重 な り に よ っ て 内 圧 を 受 け る こ と が で き る が 、 タ ン ク 部 の 位 置 で は
、 エ ン ド プ レ ー ト の み で タ ン ク 部 の 内 圧 を 受 け な く て は な ら な い か ら 、 こ の 部 分 が 耐 圧 上
の 弱 部 と な る 。 こ の た め 、 そ の 弱 部 の 耐 圧 性 を 十 分 に カ バ ー で き る よ う に 、 エ ン ド プ レ ー
ト の 肉 厚 を 決 め ざ る を 得 ず 、 そ れ に よ り 、 他 の 部 分 に つ い て は 、 過 剰 な 肉 厚 と な る 傾 向 が
あ っ た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 点 、 請 求 項 １ の 発 明 で は 、 前 記 凸 部 を 設 け る こ と で 、 １ 枚 の プ レ ー ト と し て の 耐 圧
性 の 強 化 を 図 る こ と が で き る の で 、 そ の 分 、 エ ン ド プ レ ー ト の 肉 厚 軽 減 に 貢 献 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 エ ン ド プ レ ー ト の 内 面 に 凸 部 を 設 け る だ け の 簡 単 な 構 成 で あ る か ら 、 特 許
文 献 １ に 記 載 の 技 術 の よ う に 、 伝 熱 プ レ ー ト の 周 縁 部 の リ ブ を 利 用 す る も の と 違 っ て 、 重
量 増 加 を 最 小 限 に 留 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト を 局 部 的 に 凸 に 湾 曲 さ せ る こ と に よ り 前
記 凸 部 を 形 成 し た の で 、 プ レ ス の み で 加 工 で き 、 加 工 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト の 内 面 に 当 板 を 張 り 付 け る こ と に よ
り 前 記 凸 部 を 形 成 し た の で 、 凸 部 の 周 縁 の 段 差 を 明 確 に 出 す こ と が で き 、 位 置 決 め の 確 実
化 と 耐 圧 強 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 ４ つ の タ ン ク 部 を 頂 点 と す る 四 角 形 の 対 角 位 置 に あ る タ ン ク
部 の 位 置 に 対 応 さ せ て 前 記 凸 部 を 設 け た の で 、 最 低 限 の 加 工 で 確 実 な 位 置 決 め を 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 タ ン ク 部 構 成 用 の 連 通 孔 を 円 孔 と し 、 前 記 凸 部 を 連 通 孔 の 径
に 合 致 す る 円 形 状 に 形 成 し た の で 、 位 置 決 め の 確 実 化 を 図 る こ と が で き る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 と な る 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 実 施 例 １ に 係 わ る 積 層 型 熱 交 換 器 （ 以 下 、 熱 交 換 器 と い う ） の 部 分 断 面 図 で あ り
、 図 ２ の Ａ － Ａ 断 面 を 示 す 。 図 ２ は 実 施 例 １ に 係 わ る 熱 交 換 器 の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 実 施 例 １ に 係 わ る 熱 交 換 器 １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 熱 交 換 流 体 の 流 れ る コ ア 部 ２ と 、
コ ア 部 ２ の 両 端 に 配 設 さ れ た 第 １ エ ン ド プ レ ー ト １ ０ 及 び 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト １ １ と 、 第
１ エ ン ド プ レ ー ト １ ０ に 連 結 さ れ た 出 入 口 パ イ プ ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
出 入 口 パ イ プ ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ は 、 平 面 視 矩 形 状 の コ ア 部 ２ の 四 隅 に 配 置 さ れ て お り 、 対 角
位 置 に あ る も の 同 士 が 対 を な し 、 対 を な す も の の う ち の 一 方 が コ ア 部 ２ に 流 体 を 導 入 す る
側 、 他 方 が コ ア 部 ２ か ら 流 体 を 導 出 す る 側 と な っ て い る 。 こ れ ら の 出 入 口 パ イ プ ３ ～ ６ は
、 コ ア 部 ２ に 形 成 さ れ た ４ つ の タ ン ク 部 に そ れ ぞ れ 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 コ ア 部 ２ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 プ レ ス に よ り 成 形 さ れ 、 タ ン ク 部 構 成 用 の 円 形 の 連 通
孔 ２ ５ 、 ２ ６ を 有 し た 複 数 の 金 属 製 の 伝 熱 プ レ ー ト ２ １ 、 ２ ２ を 順 次 積 層 す る こ と に よ り
構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 隣 接 す る 伝 熱 プ レ ー ト ２ １ 、 ２ ２ 間 に 第 １ 、 第 ２ 流 体 通 路
２ ７ 、 ２ ８ が 形 成 さ れ る と 共 に 、 連 通 孔 ２ ５ 、 ２ ６ の 連 な り に よ っ て 、 伝 熱 プ レ ー ト ２ １
、 ２ ２ の 積 層 体 に 、 流 体 通 路 ２ ７ 、 ２ ８ に 連 通 す る タ ン ク 部 ２ ４ （ 他 の タ ン ク 部 は 図 示 し
て い な い ） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 場 合 、 伝 熱 プ レ ー ト ２ １ 、 ２ ２ は １ 対 で 扁 平 な チ ュ ー ブ ２ ０ を 構 成 し て お り 、 １ 対
の 伝 熱 プ レ ー ト ２ １ 、 ２ ２ よ り な る チ ュ ー ブ ２ ０ を 多 段 に 積 層 す る こ と で 、 コ ア 部 （ 伝 熱
プ レ ー ト の 積 層 体 ） ２ が 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 各 伝 熱 プ レ ー ト ２ １ 、 ２ ２ の 連 通 孔 ２ ５
、 ２ ６ の 周 縁 部 に は 、 同 方 向 を 向 い た 起 立 壁 ２ ５ ａ 、 ２ ６ ａ が バ ー リ ン グ 加 工 さ れ て お り
、 こ れ ら 起 立 壁 ２ ５ ａ 、 ２ ５ ｂ を 互 い に 嵌 合 す る こ と で 、 伝 熱 プ レ ー ト ２ １ 、 ２ ２ 同 士 の
位 置 決 め が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ に 示 す タ ン ク 部 ２ ４ は 、 チ ュ ー ブ ２ ０ 内 の 第 １ 流 体 通 路 ２ ７ の 一 端 に 連 通 し 、 図 示
し て い な い タ ン ク 部 が 第 １ 流 体 通 路 ２ ７ の 他 端 に 連 通 し て い る 。 従 っ て 、 一 方 の タ ン ク 部
か ら 第 １ 熱 交 換 流 体 を 導 入 し 、 他 方 の タ ン ク 部 か ら 導 出 す る こ と で 、 第 １ 熱 交 換 流 体 を 第
１ 流 体 通 路 ２ ７ の 内 部 に 流 す こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 第 １ 流 体 通 路 ２ ７
内 を 第 １ 熱 交 換 流 体 が 流 れ る 間 に 、 伝 熱 プ レ ー ト ３ １ 、 ３ ２ を 介 し て 隣 接 す る 第 ２ 流 体 通
路 ２ ８ 内 を 流 れ る 第 ２ 熱 交 換 流 体 と の 間 で 熱 交 換 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で は 、 隣 接 す る チ ュ ー ブ ２ ０ と チ ュ ー ブ ２ ０ と の 間 に 確 保 さ れ る 第 ２ 流 体 通 路 ２ ８
も 、 閉 じ た 流 路 空 間 と し て 構 成 さ れ て お り 、 内 部 に 液 体 等 の 第 ２ 熱 交 換 流 体 を 流 通 さ せ る
こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 図 ２ に 示 す 一 方 の 対 の 出 入 口 パ イ プ ３ 、 ５ が タ
ン ク 部 を 介 し て 第 １ 流 体 通 路 ２ ７ に 接 続 さ れ て い る 場 合 は 、 他 方 の 対 の 出 入 口 パ イ プ ４ 、
６ が タ ン ク 部 を 介 し て 第 ２ 流 体 通 路 ２ ８ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 各 流 体 通 路 ２ ７ 、 ２ ８ に は 必 要 に 応 じ て イ ン ナ フ ィ ン （ 図 示 略 ） が 設 け ら れ て い
る 。 但 し 、 図 １ に 示 す 第 ２ 流 体 通 路 ２ ８ 内 の 符 号 ３ ３ は 、 第 ２ 流 体 通 路 ２ ８ を 開 放 し た 空
気 通 路 と し て 利 用 す る 場 合 の ア ウ タ フ ィ ン を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 と こ ろ で 、 コ ア 部 ２ の 両 側 部 に 配 設 さ れ た エ ン ド プ レ ー ト １ ０ 、 １ １ の う ち 、 第 １ エ ン
ド プ レ ー ト １ ０ は 、 伝 熱 プ レ ー ト ３ １ を 補 強 し 且 つ タ ン ク 部 ２ ４ （ 合 計 ４ つ あ る ） に 連 通
す る 出 入 口 （ 出 入 口 パ イ プ ３ ～ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る ） を 有 し て い る 。 ま た 、 第 ２ エ ン
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ド プ レ ー ト １ １ は 、 伝 熱 プ レ ー ト ３ ２ を 補 強 し 且 つ タ ン ク 部 ２ ４ の 端 部 を 封 止 す る 役 目 を
担 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト １ １ の 内 面 に は 、 該 エ ン ド プ レ ー ト １ １ に 隣 接 す る 伝 熱 プ レ ー ト ２
２ の 連 通 孔 ２ ６ に 嵌 ま る 凸 部 １ １ ａ が 、 エ ン ド プ レ ー ト １ １ を 局 部 的 に 湾 曲 さ せ る こ と に
よ り 形 成 さ れ て い る 。 連 通 孔 ２ ６ が 円 形 孔 と し て 形 成 さ れ て い る の で 、 凸 部 １ １ ａ も 連 通
孔 ２ ６ の 径 に 合 致 し た 円 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 凸 部 １ １ ａ が 連 通 孔 ２ ６ に
嵌 ま る こ と で 、 エ ン ド プ レ ー ト １ １ が コ ア 部 ２ に 対 し て 位 置 決 め さ れ て お り 、 そ の 状 態 で
、 エ ン ド プ レ ー ト １ １ と コ ア 部 ２ が ロ ウ 付 け さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 ロ ウ 付 け 時 に 位 置
ズ レ を 生 じ る こ と な く エ ン ド プ レ ー ト １ １ と コ ア 部 ２ と を 接 合 す る こ と が で き る た め 、 ロ
ウ 付 け 作 業 の 確 実 化 と 品 質 の 向 上 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 凸 部 １ １ ａ は 、 図 ３ （ ａ ） ， （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ４ つ の タ ン ク 部 ２ ４ を 頂 点 と す
る 四 角 形 の 対 角 位 置 に あ る タ ン ク 部 の 位 置 に 対 応 さ せ て 配 置 さ れ て い る 。 本 実 施 例 で は 、
対 角 位 置 の ２ 箇 所 に 凸 部 １ １ ａ を 配 置 し て い る が 、 ４ つ の タ ン ク 部 ２ ４ の す べ て の 位 置 に
対 応 さ せ て 凸 部 １ １ ａ を 配 置 し て い も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト １ １ が 、 タ ン ク 部 ２ ４ の 端 部 を 封 止 す る の は 、 最 下 層 の 伝 熱
プ レ ー ト ３ ２ が 連 通 孔 ２ ６ を 持 つ た め で あ る 。 こ の た め 、 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト １ １ に は 、
タ ン ク 部 ２ ４ の 内 圧 が 直 接 か か る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し か し 、 タ ン ク 部 ２ ４ の 内 方 に 突 出 し た 凸 部 １ １ ａ が 、 タ ン ク 部 ２ ４ の 内 圧 を 受 け る こ
と に な る た め 、 耐 圧 性 能 的 に 弱 部 で あ っ た タ ン ク 部 ２ ４ の 位 置 に お け る エ ン ド プ レ ー ト １
１ の 耐 圧 性 を 高 め る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 エ ン ド プ レ ー ト １ １ 全 体 の 肉 厚 軽 減 が 可 能
と な り 、 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 例 の 熱 交 換 器 １ で は 、 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト １ １ に 凸 部 １ １ ａ を 設 け
て い る の で 、 そ れ を 伝 熱 プ レ ー ト ２ ２ の 連 通 孔 ２ ６ に 嵌 め る こ と に よ り 、 エ ン ド プ レ ー ト
１ １ を 確 実 に 位 置 決 め し な が ら コ ア 部 ２ と ロ ウ 付 け す る こ と が で き る 。 し か も 、 エ ン ド プ
レ ー ト １ １ に 凸 部 １ １ ａ を 設 け る だ け で 位 置 決 め で き る か ら 、 特 別 な 重 量 増 を 招 く こ と は
な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 そ の 凸 部 １ １ ａ は 、 エ ン ド プ レ ー ト １ １ を 局 部 的 に 凸 に 湾 曲 さ せ る こ と で 形 成 し
て あ る の で 、 プ レ ス の み で 加 工 で き 、 容 易 に 加 工 す る こ と が で き る 。 ま た 、 凸 部 １ １ ａ は
、 ４ つ の タ ン ク 部 ２ ４ を 頂 点 と す る 四 角 形 の 対 角 位 置 に あ る タ ン ク 部 ２ ４ の 位 置 に 対 応 さ
せ て 配 置 し て い る の で 、 最 低 限 の 加 工 で 確 実 な 位 置 決 め を 行 う こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ は 、 実 施 例 ２ に 係 わ る 熱 交 換 器 の 要 部 断 面 図 で あ る 。 図 ４ は 図 １ と 同 じ く 図 ２ の Ａ
－ Ａ 線 に お け る 部 分 断 面 図 に 相 当 す る 。 実 施 例 １ と 同 等 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 実 施 例 ２ の 熱 交 換 器 に お い て は 、 凸 部 １ １ ｂ を 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト １ １ を 湾 曲 さ せ
て 形 成 す る の で は な く 、 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト １ １ の 内 面 に 当 板 ２ ９ を 張 り 付 け る こ と で 形
成 し て い る 。 当 板 ２ ９ の 厚 さ は 、 バ ー リ ン グ 加 工 し た 起 立 壁 ２ ６ ａ と 同 程 度 に 設 定 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う に 、 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト １ １ の 内 面 に 当 板 ２ ９ を 張 り 付 け る こ と に よ り 凸 部 １
１ ｂ を 形 成 し た 場 合 は 、 凸 部 １ １ ｂ の 周 縁 の 段 差 を 明 確 に 出 す こ と が で き る の で 、 エ ン ド
プ レ ー ト １ １ の 位 置 決 め の 確 実 化 と 耐 圧 強 化 の 確 実 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ に 係 わ る 熱 交 換 器 の 部 分 断 面 図 （ 図 ２ の Ａ － Ａ 断 面 ） 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ に 係 わ る 熱 交 換 器 の 外 観 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） は 第 １ エ ン ド プ レ ー ト の 平 面 図 。 （ ｂ ） は 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト の 下 面 図 。
【 図 ４ 】 実 施 例 ２ に 係 わ る 熱 交 換 器 の 部 分 断 面 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の 熱 交 換 器 の 要 部 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ … 熱 交 換 器
　 ２ … コ ア 部
　 ３ ～ ６ … 出 入 口 パ イ プ
　 １ ０ … 第 １ エ ン ド プ レ ー ト
　 １ １ … 第 ２ エ ン ド プ レ ー ト
　 １ １ ａ ， １ １ ｂ … 凸 部
　 ２ ０ … チ ュ ー ブ
　 ２ １ ， ２ ２ … 伝 熱 プ レ ー ト
　 ２ ４ … タ ン ク 部
　 ２ ５ ， ２ ６ … 連 通 孔
　 ２ ５ ａ ， ２ ６ ａ … 起 立 壁
　 ２ ７ … 流 体 通 路
　 ２ ７ … 第 １ 流 体 通 路
　 ２ ８ … 第 ２ 流 体 通 路
　 ２ ９ … 当 板
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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